
一般財団法人日本リトルシニア中学硬式野球協会関西連盟

1 2 3 4 5 6 7 計
大会名：　　　　　　　　　　 ◇代打・代走が守備に入り、他の守備も代わる場合
球場名：
≪試合前の準備≫ 試合開始時間：　　　・　　　終了時間：　　　・
①審判の名前・塁を確認 Ⅲ．試合開始
②選手全員の名前・背番号の確認
③同姓の選手がいる場合は名前まで放送する。 （守備に散ったら）
④シートノック時間の確認（７分・５分） 　　　チームのシートの変更を、お知らせ致します。

（　　　　）チーム
(後攻チームが先ノック）

※後攻チームより
 ※試合開始時間は一回表裏攻撃終了後、

◇選手の変更と守備の変更をする場合　　　　　
　 ノック時間は、（  　　）分です。

Ⅱ．試合の案内
◎ファールボールが観客席へ飛んだ場合 ※新たに出場する選手のみ背番号を言う。

※お待たせいたしました。只今より

<一塁側> 　　<三塁側> ※攻撃終了：○△チームこの回の得点は　　点です。
○上記は毎回攻撃終了時に放送する。（３アウト後）

ラインナップ並びにアンパイアをお知らせ致します。 ○得点０の場合は、放送しなくて良い。 ◇タイ・ブレークに入った場合
※先攻（　　　　　）チーム、<１～９番まで> 打順 守　　備 背番号 ※スタンドの皆様、両チームの皆様にお知らせ致します。

※引き続きまして
後攻（　　　　　）チーム<先攻と同様、1～9番まで>

サードランナー　　　（名前）　　　　　君　（背番号）
セカンドランナー　　（名前）　　　　　君　（背番号）

◇代打がでた場合（その回のトップの時） ファーストランナー　（名前）　　　　　君　（背番号）
バッターは　　番＜シート＞　　（名前）　　  君　  　（背番号）

※両チームでグランド整備をお願いします。 ⑧ センター ⑨ ライト

（グランド整備完了時）
グランド整備ありがとうございました。 ◇代走がでた場合

（4回裏が終了してから） ④ セカンド

①

◇代打・代走がそのまま守備に入る場合 ③ ファースト

⑤ サード

◇代走・代打に代わりの選手が守備に入る場合
② キャッチャー

守備放送順

※＿チーム、選手の交替、並びにシートの変更をお知らせ

　　回の表・裏　　（　　　　　）の攻撃は

※連投の場合、「〇〇投手、前日の投球数は〇〇球で投球可能数は○○球です」

※ご覧の様に、　　　対　　　　で　　　　チームが勝ちました。　　　

      　　年　　　月　　　日（　）

リトルシニア関西連盟　放送マニュアル 2022

＜守備＞　　、　　　君、背番号　　、以上のように変わります。

（　　）回を終了し　　　対　の同点ですので大会規定により
只今よりタイ・ブレーク方式を採用します。

第　回　　大会　第　日　　回戦、本日の第　試合

シートノック、時間です。（終わっている時は言わない）
※<先攻チームは「シートノックの準備を・・」を省略し、後は同じ。>

例：只今のロスタイムは（　　）分です。
例：只今怪我の治療をしておりますので、暫らくお待ちください。

（背番号は言わない）

放送すること 　　若い順に言う。

チーム＼　回

致します。＜守備＞　　①　　　の　　　君に代わりまして

※お待たせ致しました。本日の第　試合、まもなく開始でございます。

※試合終了後「この回の○○投手の投球数は○○球で累計○○球でした」とアナウンスを入れる。

※（　　）チーム先程、代打（代走）致しました　　君が、そのまま　　　

※ランナ－が各塁に着き審判が背番号

確認後、アナウンスする

　　君、背番号。※打順の若い順に、以上のように変わります。

※＜守備＞①の　　君が、＜守備＞②　　に＜守備＞②の
　　君が、＜守備＞①　に入ります。
　　　番＜守備＞　　　　君、　　　　番〈守備〉　　　君　　　

　　　番＜守備＞　　　　君　　　以上のように変わります。※打順の

　　君が＜守備＞②　　に・＜守備＞②　　の　　　君が

代走　　君、　　塁走者は、　　　　君、背番号　　：

※なお、この試合の審判は、球審（　　　）・１塁（　　　　）
◇タイ・ブレーク時の放送

打席数

※（　　　）チーム、シートノックの準備をしてください。

  （　　 ）チーム、シートノックを開始してください。

シートノック、あと（　　　）分です。（7分‐2分・5分‐1分）

Ⅰ．シートノックの放送

２巡目からは、1回で良い

打順・［守備・選手名/君］・背番号　注）守備・選手名は2回言う
例：『1番センター○△君、センタ-○△君背番号８』

　　君に代わりまして、　　君が、〈守備〉に入ります。
　　番＜守備＞　　　君、背番号　　：

※　　チーム先程、代打（代走）致しました　　　君が＜守備＞
　に＜守備＞　　の　　　君に代わりまして、　　君が入ります。

　　　番＜守備＞　　、　　　君、背番号　　、　　　番＜守備＞

打順・［守備・選手名］背番号≪守備・選手名は2回言う≫
例：『1番・センター○△君、センタ-○△君、背番号8』

（両チームシートノック終了後）

※本日の第　　試合、（　　　　）チーム・（　　　　）チームの

※　　回の表（裏）（　　　）チームの攻撃は『　番　　　君に
変わりまして、代打　　君、バッターは、　　君、背番号　』

（その回のトップでない場合『　　』を言う）

※（　　　）チーム　　塁走者　　　君に代わりまして、

※グランド整備の案内

２塁（　　　　）・３塁（　　　　）以上、四氏でございます。
試合開始まで、今しばらくお待ちください。

一回の表（裏）、まず（裏の場合、“まず”は不要）守ります

※守備・選手名/君　≪①ピッチャーから⑨ライトまで≫
※最後にもう一度審判を紹介する。球審から１・２・３塁審判へ

（　　　　）チーム対（　　　　）チームのスターティング

　とすぐに放送する。

［二巡目　例：1番センター○△君］

※打者のアナウンスはバッターボックスに入る前に放送する。
（キャッチャーがセカンド送球するタイミングで放送）

『スタンドの皆様、ファールボールにはくれぐれもご注意ください！』

（選手が中央に集まり挨拶をしてから放送する。）

（　）回からの攻撃は、1アウト満塁から行いますのでご了承ください。

監督・選手1名は本部席までお越しください。

◇守備が変更する場合

9

◇試合中断の案内、ロスタイムの案内

※次の試合の放送

名　　前

1

～

＜守備＞①　　　に入ります。
　　番＜守備＞　　　、　　　　君、背番号　　　・　　　番　

※出場中の選手の守備位置変更の場合、背番号は言わない。
（先攻チームがノックを行っている時に放送）

※（　　）チーム先ほど代打・代走いたしました

　⑦　レフト

＜守備＞　　に入ります。　　番＜守備＞　　　君、背番号は言わない

※投手交代時、選手交代のアナウンス後「○○投手この回の投球数は○○球で、累計○○球です」とアナウンスする。
※投球数が制限数に近づいた時「○○投手の累計投球数は○○球で、投球可能数は残り5球です」とアナウンスする。

①ピッチャー　②キャッチャー　③ファースト　④セカンド　⑤サード　⑥ショート　⑦レフト　⑧センター　⑨ライト

ピッチャー

●投球数制限導入後アナウンス
※各イニングの表・裏の攻撃終了後「○○投手、この回の投球数は○○球で累計○○球です」とアナウンスする。

⑥ショート

 ※試合後の挨拶が終わったら

（繰り返して言う）


